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基本的な考え方  

保健、職域保健では目的が一致してい  
けではないが、提供している保健サー  
には共通したものがある  

模事業所における産業保健サービスの  

に大きな問題がある  

・職域保健で蓄積した方策を互いに提 合い、連携した対策を講じる必要があ  
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協議会の目的  

都道府県  ニ次医療圏  

● ニ次医療圏固有の健康課   

題の特定  

● 健康課題の解決に必要な   

事業の計画・実施・評価  

● ニ次医療圏の特性を考慮す   

る  

題の明確化  

実施方針を協議  

体の連絡調整  

● 目標、  

● 関係  

● 教材  

● 二次   

部団  

● ニ次  

● ニ次  

社会資源の共有  

療圏の協議会の上  

に対する啓発  

療圏の事業の収集  

療圏の調整  
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‖    協議会のメンバー  

医療圏協議会   

域の関係団体、関係機関を含める  

●        地域医輌会、医療株関、健診機関、市町村、保  
健所、社会保険事務所、地域産業保健センター、  
健康保持増準サービス機関、労働基準監督署、  

協同組合、事業所、商工会議所、健保組合  

民代表一就業者代表  

●都   府県協議会  

部団体  
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連携事業のリストアップ  

業者に主体的 ●実現可能性が高い   

行動につなが ●効果が期待できる  

●進計画の目標  
●既存           保健事業を寄  

せ集  
●社会資源を活用でき  

●情報  る  

●違っ    こ観点での連携  

事業    開発  

保健事業の質的・量的拡大  
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健康づくり  地域での機運向上  

●出前  

●働き  

●出前   

りの  

●たば  

I匿痛   

いて  

康講座  

り健康講座  

気な職場づく  

践  

、審音対策、  
防、飲酒につ  
指導  

●地域職域連携推進   

フォーラム  

●簡易チェックと健康   

日本21推進フォー   

ラム  

●産業まつり健康相談   

コーナ 
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二次医療圏協議会の運営  

療圏の健康課題を踏まえる  

ンバーが、どのような役割を担うのか、どのような協働  

ばメリットがあるのかについて、健康課題の解決方策と  

けて説明する資料を作成することが必要である。  

機関・関係国体が担う役割については、現在行っている  

活動に1つ加える程度で、地域の健康つくりにつながる  
見えるような資料とすることが適当である。  

側との連携に当たっては、労働基準監督署、商工会、商  
所、労働基準協会、地域産業保健センター、社会保険健  
財団等と十分な相談、連絡、調整を行うことにより、情 のがるど 
切な発信や地域健康課題明確化できな、具体的  

事業の実施につなげることができる  10  
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の良し志しを判断するものではない  

の目的は、改善案の作成  

携事業の変更  

算の獲得  

標の変更  

成員の拡大  

－キンググループの機能拡大  
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評価の仕組み  
I 

構造  体制を評価す 

プロ  

，  

地域  
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連携事業の企画  

者のワークショップによる  

なる情報の共有だけではない  

な保健事業の創設  

象者の拡大  

健事業の質の拡大  

便性の確保  
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